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9月はお盆や夏休みが終わり、生活が日常に戻る時期。家族が日中留守になりやすく、行動パターンが固定化さ
れることで、侵入窃盗が増加します。

警視庁によると、令和5年は8月以降から空き巣や忍込みなどの
侵入窃盗が多発。9月に入り日没が早まることも１つの要因です。

さらに「防災月間」「敬老の日」に伴い、防災意識の高まり
につけ込んだ詐欺や高齢者を狙った犯罪が増加します。
休み明けに多い鍵のかけ忘れを狙った侵入被害も「オートロック
だから安心」と思っている家ほど多いのです。

今回は、統計データから見える9月のリスクと、“過信”が招く
落とし穴、そしてSecualでできる備えをご紹介します。

敬老の日と防災月間をきっかけに、家族で考える安心のカタチ

最新設備でも破られる ― 9月に多発する“過信”の落とし穴

警視庁「警視庁の統計（令和5年）」をもとに作成

数字で裏付ける、9月の“危険な習慣”

9月は例年、侵入窃盗や特殊詐欺の認知件数が高い傾向にありますが、その背景には以下の要因が挙げられます。

1）生活リズムの固定化
新学期や仕事再開で留守時間が読まれやすい

2）防犯意識の緩み
旅行疲れで戸締まり忘れが増える

3）日没時間の早まり
暗くなるのが早く犯行が隠れやすい

警察庁の発表によると、オレオレ詐欺、還付金詐欺は9月から
増加傾向。国民生活センターによると、台風や災害を口実にし、
「火災保険を使って自己負担なく住宅の修理ができる」などと
いった「保険金が使える」と勧誘する新たな手口も増えています。

国民生活センター「ご用心 災害に便乗した悪質商法」
https://www.kokusen.go.jp/soudan_now/data/disaster.html

警察庁「令和6年12月末の特殊詐欺の認知・
検挙状況等について」をもとに作成

防災月間に考える、もう一つの備え――“災害便乗型犯罪”を防ぐには

災害発生現場では、混乱に便乗した侵入強盗や詐欺が発生するケースも多く、日常から防犯と防災の両面で備え
る必要があります。

Secualのゲートウェイは、侵入犯を検知した際のブザー発報に加え、気象庁から大雨洪水警報や地震津波警報が
発令された際に、音声で周知する機能を備えています。日常の生活空間で直接“音”として伝えることで、いざとい
う時に素早く対応でき、家族に注意を促すきっかけとなります。

敬老の日に考える「高齢者の安全」

高齢者を狙った犯罪は、決して他人事ではありません。「私の親は自己判断できるはず」と過信していません
か？その過信が命取りになるかもしれません。
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安心は“過信”から“備え”へ
9月は生活リズムが安定し、犯人にとって狙いやすい時期。そしてこの時期こそ、「セキュリティマンション

だから安心」「カメラを設置しているから大丈夫」等という防犯過信を見直すチャンスです。防犯対策は１つあ
れば安心というわけではありません。

「大丈夫だろう」を捨てて、「備えておく」を選ぶ季節にしましょう。

―Secualはこれからも、「誰もが安心して暮らせる未来」を目指したサービスと情報をお届けしてまいります。

令和6年における高齢者（65歳以上）被害の認知件数は21,043件。
実際、特殊詐欺被害者の約8割は高齢者。還付金詐欺では「銀行や
役所を名乗ってATMへ誘導する」といった手口が多発しています。
また、一人暮らしや日中独居の時間が⾧い高齢者宅は、侵入盗の
ターゲットになりやすい現実もあります。

Secualのサービスは、侵入検知だけでなく、日常の生活リズムの
変化を把握できるため、離れて暮らすご家族が「いつもと違う異変」
に気づくきっかけになります。

――今年の敬老の日は、プレゼントを贈るだけでなく、
「親を守る安心の仕組み」を家族で話し合う日にしてみませんか。

警察庁「令和6年12月末の特殊詐欺の認知
・検挙状況等について」をもとに作成

★Secualからのお知らせ
現在、Secualのスマートホームセキュリティ『Secual Home』を
お得に導入いただける期間限定キャンペーンを実施しています。
“防災月間”と“敬老の日”が重なるこの9月は、ご家庭の安心を見直す
絶好の機会です。小さな一歩の備えが、大きな安心につながります。
詳しくは以下のキャンペーンページをご覧ください。

Secual Home秋の防犯キャンペーンページはこちら
https://secual-inc.com/scl_202509/

防犯設備がある家で実際に発生した事件とそこから学ぶ備え

ケース①【東京都世田谷区/2025年6月】
オートロックを共連れで突破し、
無施錠の玄関から侵入

■手口のポイント
・犯人は住民の帰宅時間を把握
・無施錠の隙を突き、短時間で侵入

■備えへの学び
・共連れ防止のため、入館時の周囲確認を習慣化
・在宅時でも施錠を徹底

ケース②【愛知県名古屋市/2024年9月】
覆面2人組が侵入試みるも、
カメラ映像を見た住人の声で撃退

■手口のポイント
・凶器を持ち、玄関ドアや窓を物理的破壊

■備えへの学び
・在宅時も不審者の接近をすぐに検知し、ブザーなどで
通知する対策を


